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はじめに

このドキュメントでは、Oracle WebLogic ServerとCoherenceのインストールと構成の方法について説明します。


対象読者

このドキュメントは、WebLogic Serverをインストールするシステム管理者やアプリケーション開発者を対象としています。読者はWebテクノロジを熟知しており、WindowsとUNIXのプラットフォームについて一般的に理解していることが前提になります。


ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

Oracleサポート・サービスでは、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、12c (12.1.3)ドキュメント・ライブラリにある次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle WebLogic Serverのアップグレード

Oracle WebLogic Serverインストールを旧バージョンからアップグレードする場合(たとえば、11gの10.xリリースから12cリリースへ)、このドキュメントでは、アプリケーション、デプロイ先WebLogicドメイン、およびドメインに関連付けられたアプリケーション・データを含めて、WebLogic Server環境全体をアップグレードする方法について説明しています。データベース・サーバー、ファイアウォール、ロード・バランサ、LDAPサーバーなどの外部リソースがこれに含まれる場合があります。


	
Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールと構成

Oracle WebLogic Serverは、Oracle Fusion Middleware Infrastructureディストリビューションの一部としても入手できます。Oracle WebLogic ServerをInfrastructure機能とともにインストールする場合、このマニュアルを参照してください。





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。













1 Oracle WebLogic Serverインストールの計画


この章では、Oracle WebLogic ServerとCoherenceのインストールを準備するために役立つ内容について説明します。

製品インストールとドメイン構成の最中やそれらの後で問題が発生しないように詳細に確認する必要がある様々なトピックが記載されています。

この章の内容は次のとおりです。

	
第1.1項「このドキュメントの使用方法」


	
第1.2項「WebLogic ServerとCoherencの標準インストール・トポロジの理解」


	
第1.3項「インストール・トポロジのインストールと構成のロードマップ」


	
第1.4項「システム環境の確認のロードマップ」


	
第1.5項「Oracle WebLogic ServerとCoherencのディストリビューションの理解と入手」






1.1 このドキュメントの使用方法

この項には次のトピックが含まれます:

	
第1.1.1項「開始点としての標準インストール・トポロジの使用方法」


	
第1.1.2項「アップグレード・シナリオにおけるこのドキュメントの使用方法」


	
第1.1.3項「このドキュメントを使用してドメインを拡張する方法」


	
第1.1.4項「開発環境向けのインストール・ドキュメントの使用方法」






1.1.1 開始点としての標準インストール・トポロジの使用方法

このガイドは、Oracle WebLogic ServerとCoherenceの標準インストール・トポロジ(図1-1)を作成するのに役立ちます。このトポロジは高可用性でセキュアに拡張できるので、本番システムに適してします。

標準インストール・トポロジは、この製品のトポロジ例を示します。唯一のサポート対象トポロジではありません。詳細は、Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニングで標準インストール・トポロジの理解に関する項を参照してください。






1.1.2 アップグレード・シナリオにおけるこのドキュメントの使用方法

Oracle WebLogic ServerとCoherenceをアップグレード手順の一部としてインストールする場合、このドキュメントの手順に従ってソフトウェアをインストールしてください。ただし、構成ウィザードを実行してWebLogicドメインを作成しないでください。

ソフトウェアをインストールしたら、Oracle WebLogic Serverのアップグレードを参照してください。






1.1.3 このドキュメントを使用してドメインを拡張する方法

このドキュメントにおける手順では、新規ドメインを作成する方法について説明しています。同じ手順を使用して既存のドメインを拡張できます。これを行うように選択する場合、Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニングで同じドメインにおける複数製品のインストールに関する項を必ず参照してください。

新規ドメインを作成するが、手順で示された指示とニーズが一致しない場合、必ず調和するように選択を行い、サポート・ドキュメントで詳細を参照してください。






1.1.4 開発環境向けのインストール・ドキュメントの使用方法

このガイドでは、Oracle WebLogic ServerとCoherenceのディストリビューションを使用して、Oracle WebLogic Serverのランタイムの本番環境をインストールおよび構成する方法について説明します。

さらに、Oracle WebLogic Serverの開発専用の追加インストーラも用意されています。

	
開発専用のインストーラはZIPファイルです。これを抽出してWebLogic Serverインストールを作成できます。このZIPファイルには、Javaアプリケーションの開発に必要なすべてのアーティファクトが含まれたWebLogic Serverインストールが格納されています。開発専用のインストールにパッチを適用することはできません。インストーラには、OPatchは含まれていません。

このWebLogic Serverインストールを本番用に使用しないでください。ZIPファイル・インストールを使用して本番環境を構成しないでください。詳細は、ZIPアーカイブ内のreadmeファイルを参照してください。readmeファイルには、このリリースの変更内容に関する最新の情報も含まれています。


	
追加のインストーラのZIPファイルを使用して、開発専用インストール向けの追加機能(サーバーの例など)を提供することもできます。




開発環境の設定の詳細は、次のリソースを参照してください。

	
Oracle WebLogic Serverの開発環境を設定する際に留意すべき考慮事項の完全なリストについては、『Oracle WebLogic Serverアプリケーションの開発』のWebLogic Serverアプリケーション開発の概要に関する項を参照してください。


	
Oracle JDeveloperのインストール手順については、『Oracle JDeveloperのインストール』を参照してください。Oracle JDeveloperは、Java、XML、WebサービスおよびSQLの最新の標準を使用してアプリケーションを構築するための統合開発環境(IDE)です。











1.2 WebLogic ServerとCoherencの標準インストール・トポロジの理解

Oracle WebLogic ServerとCoherenceの標準インストール・トポロジを図1-1に示します。


図1-1 Oracle WebLogic ServerとCoherenceのトポロジ

[image: 図1-1の説明が続きます]





2台の管理対象サーバーがクラスタにある標準WebLogic Serverドメインと1台の管理サーバーがこのトポロジにあり、すべてが単一のホストで構成されています。

このトポロジ図の各要素を表1-1で説明します。


表-1 Oracle WebLogic ServerとCoherenceの標準インストール・トポロジにある要素の説明

	要素	説明と追加ドキュメントへのリンク
	
APPHOST

	
Oracleドキュメントで使用される標準用語で、アプリケーション層をホストするマシンを示します。


	
WebLogicドメイン

	
Javaコンポーネント(この場合、管理サーバー、管理対象サーバーおよび他の関連ソフトウェア・コンポーネント)の論理的に関連したグループです。

詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解でOracle WebLogic Serverドメインに関する項を参照してください。


	
管理サーバー

	
ドメインの中央制御エンティティであり、ドメインの構成オブジェクトを保持し構成変更を管理対象サーバーに配布します。

詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解で管理サーバーに関する項を参照してください。


	
クラスタ

	
複数のWebLogic Serverインスタンスの集合で、同時に稼働して連携します。

詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解で管理対象サーバーと管理対象サーバー・クラスタの理解に関する項を参照してください。


	
マシン

	
1つ以上のWebLogic Serverインスタンス(サーバー)をホストするコンピュータを論理的に表します。マシンはWebLogic管理対象サーバーとノード・マネージャとの間における論理的結合でもあります。管理対象サーバーをノード・マネージャで起動したり停止するには、管理対象サーバーはマシンに関連付けられている必要があります。


	
管理対象サーバー

	
アプリケーション、アプリケーション・コンポーネント、Webサービスおよび関連リソースをホストします。

詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解で管理対象サーバーと管理対象サーバー・クラスタの理解に関する項を参照してください。








このトポロジで受信するために必要な手順を説明したロードマップは、第1.3項に記載されています。






1.3 インストール・トポロジのインストールと構成のロードマップ

このガイドには、WebLogic Serverのインストールと構成に必要な手順がすべて記載されています。このトポロジの変更バージョンを作成する場合に使用できる補足情報への参照も、ガイドの手順内に記載されています。

表1-2に、Oracle WebLogic Serverのインストールと構成に必要な手順を示します。


表1-2 Oracle WebLogic ServerとCoherenceのインストール手順

	タスク	説明	ドキュメント
	
システム環境の確認

	
インストールを開始する前に、最小のシステム要件とネットワーク要件が満たされていることを確認します。

	
第1.4項。


	
適切なディストリビューションの入手

	
この項で説明するトポロジを作成するには、Oracle WebLogic ServerとCoherenceのディストリビューションを入手します。

	
第1.5項。


	
インストール・ディレクトリの決定

	
インストーラで作成できるかアクセスできる必要があるディレクトリが、最小要件を満たすシステムに存在することを確認します。

	
Oracle Fusion Middlewareの理解の「Oracle Fusion Middlewareの主要ディレクトリとは」。


	
ソフトウェアのインストール

	
インストール・プログラムを実行して、ソフトウェアをインストールします。

	
第2章。


	
WebLogicドメインの作成

	
Fusion Middleware構成ウィザードを使用してWebLogicドメインを作成します。

	
第3章。


	
インストール後のタスクの実行

	
ドメインが作成されると、コンポーネントの管理をドメインで開始したり、引き続き環境を高可用性用に変更できます。

	
第4章。












1.4 システム環境の確認のロードマップ

インストールと構成のプロセスを開始する前に参照して理解する必要がある重要な情報が、この項(表1-3)に記載されています。ここでは、Oracle Fusion Middleware WebLogic ServerおよびCoherenceをインストールおよび構成するために、ご使用の環境が適切に準備されていることを確認するための重要なタスクおよび判断項目を示します。


表1-3 システム環境の確認のロードマップ

	タスク	説明	ドキュメント
	
動作保証とシステムの要件を確認します。

	
ご使用のオペレーティング・システムが、Oracle Fusion Middleware WebLogic ServerおよびCoherenceのインストールと構成に関して動作保証され、適切に構成されていることを確認します。

	
『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の動作保証、システム要件および相互運用性の確認に関する項を参照してください。


	
適切なインストール・ユーザーを識別します。

	
ソフトウェアのインストールと構成を行うための適切な権限をインストール・ユーザーが保持していることを確認します。

	
Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニングでインストール・ユーザーの選択に関する項を参照してください。


	
インストールと構成のディレクトリをシステムで選択します。

	
推奨ディレクトリ構造に従ってインストールと構成の必須ディレクトリを作成できることを確認します。

	
Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニングでインストールと構成のディレクトリの選択に関する項を参照してください。


	
動作保証されているJDKをインストールします。

	
ディストリビューションのインストール・プログラムでは、動作保証されたJDKがシステムに存在していることが必要です。

	
Oracle Fusion MiddlewareのインストールのプランニングでJDKのインストールに関する項を参照してください。












1.5 Oracle WebLogic ServerとCoherencのディストリビューションの理解と入手

Oracle Fusion Middlewareソフトウェアの入手方法の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の製品のディストリビューションの理解と入手に関する項を参照してください。

開発または評価用にOracle WebLogic ServerおよびCoherenceソフトウェアをダウンロードするには、Oracle Technology Network (OTN)の次の場所を参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/fusion-middleware/downloads/index.html

Oracle Fusion Middleware製品の場所とダウンロードの詳細は、OTNの Oracle Fusion Middlewareダウンロード、インストール、構成のReadmeファイルを参照してください。

Oracle WebLogic ServerおよびCoherenceを入手するには、Oracle Technology Networkにアクセスし、次の手順を実行します。

	
fmw_12.1.3.0.0_wls_Disk1_1of1.zipを見つけて、このファイルをご使用のシステムにダウンロードします。


	
この.zipファイルの内容をシステムに抽出します。抽出されたファイルの1つはfmw_12.1.3.0.0_wls.jarです。このファイルは、製品のインストーラの実行およびシステムへのソフトウェアのインストールに使用されます(第2章)。

Oracle SOA SuiteおよびBusiness Process Managementのディストリビューションには、付録Aに記載されている製品と機能セットが含まれています。











 
2 Oracle WebLogic ServerとCoherencのソフトウェアのインストール


この章では、Oracle WebLogic ServerとCoherenceのインストール・プログラムをグラフィック・モードで起動する方法について説明します。インストール・プロセスで表示される画面の順序についても説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第2.1項「インストール・プログラムの起動」


	
第2.2項「インストール画面のナビゲート」


	
第2.3項「Coherenceインストール・タイプの理解」






2.1 インストール・プログラムの起動

インストール・プログラムを起動するには、次の手順を実行します。

	
ターゲット・システムにログインします。


	
動作保証されたJDKがシステムに存在していることがインストーラでは必要です。詳細は、「Oracle Fusion Middlewareサポートされるシステム構成」ページで12c (12.1.3)用の適切な動作保証ドキュメントを参照してください。


	
ダウンロードしたインストール・プログラムが格納されているディレクトリに変更します。


	
次の例に示すように、システムでjava -jarをJDKディレクトリから起動することで、インストール・プログラムを起動します。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


/home/Oracle/jdk7_51/jdk1.7.0_51/bin/java -jar fmw_12.1.3.0.0_wls.jar


Windowsオペレーティング・システムの場合:


C:\Program Files\Java\jdk1.7.0_51\bin\java -jar fmw_12.1.3.0.0_wls.jar


これらの例におけるJDKの場所をシステムにおける実際のJDKの場所で必ず置換してください。




インストール・プログラムが表示されると、インストールを開始する準備が完了しています。各インストール・プログラム画面の詳細は、第2.2項を参照してください。






2.2 インストール画面のナビゲート

インストール・プログラムでは表2-1に記載された順番で一連の画面が表示されます。

各インストール画面には、ヘルプ・ボタンがあります。詳細情報を取得するには、ヘルプ・ボタンをクリックします。


表2-1 Oracle WebLogic ServerとCoherenceのインストール画面

	画面	説明
	
インストール・インベントリ設定

	
UNIXオペレーティング・システムで、初めてOracle製品をこのホストにインストールする場合にこの画面が表示されます。中央インベントリを作成する場所を指定します。この画面で選択されたオペレーティング・システム・グループ名に対して、中央インベントリの場所への書込み権限が付与されていることを確認してください。

中央インベントリの詳細は、Oracle Universal InstallerによるソフトウェアのインストールでOracle中央インベントリの理解に関する項を参照してください。

この画面は、Windowsオペレーティング・システムでは表示されません。


	
ようこそ

	
この画面により製品インストーラが開始します。


	
インストール場所

	
この画面を使用して、Oracleホーム・ディレクトリの場所を指定します。

Oracle Fusion Middlewareディレクトリ構造の詳細は、Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニングでインストールと構成のディレクトリの選択に関する項を参照してください。


	
インストール・タイプ

	
オプションは、「Weblogic Server」、「Coherence」および「完全および例」です。WebLogic ServerとCoherenceの標準インストール・トポロジを作成するには、「WebLogic Server」を選択します。

注意: このドキュメントのトポロジにはサーバーの例が含まれていません。例を本番環境にインストールしないことを強くお薦めします。

「Coherence」インストール・タイプの詳細は、第2.3項を参照してください。

Oracle WebLogic Serverのインストール・タイプの詳細は、付録A「Oracle WebLogic ServerとCoherenceのディストリビューションの理解」を参照してください。


	
前提条件のチェック

	
この画面により、システムが最小限の必須要件を満たしているかどうかが検証されます。

警告メッセージやエラー・メッセージが出力された場合、第1.4項に記載されている次のドキュメントのいずれかを参照できます。


	
セキュリティの更新の指定

	
Oracle Supportアカウントをお持ちの場合、この画面を使用して、セキュリティ更新を受け取る方法を指定します。

所有していなくてこの手順をスキップする場合、チェック・ボックスの選択を解除し、フォローアップのダイアログ・ボックスで選択を確認します。


	
インストール・サマリー

	
この画面により、選択したインストール・オプションを確認します。これらのオプションをレスポンス・ファイルに保存する場合、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックし、レスポンス・ファイルの名前と場所を指定します。レスポンス・ファイルは後で、サイレント・インストール・モードで使用できます。

サイレント・インストールやコマンド行インストールの詳細は、Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストールでサイレント・モードにおけるOracle Universal Installerの使用方法に関する項を参照してください。


	
インストールの進行状況

	
この画面には、インストールの進行状況が表示されます。


	
インストール完了

	
インストールが完了すると、この画面が表示されます。

次の手順では、構成ウィザードを起動してWebLogicドメインを作成します。これを行うには、次の2つの方法があります。

	
自動的に構成ウィザードを起動するをこの画面で選択します。「終了」をクリックしてインストーラを終了した後、構成ウィザードが起動し、ドメインの構成を開始できます。これを行うように選択した場合、第3.1.2項に進みます。


	
自動的に構成ウィザードを起動するをこの画面で選択しません。「終了」をクリックしてインストーラを終了した後、手動で構成ウィザードを起動して、ドメインの構成を開始する必要があります。これを行うように選択した場合、第3.1.1項に進みます。




サンプル付き完全インストール・タイプを選択すると、「クイック・スタート構成ウィザード」を起動するオプションがこの画面にあり、これによってサンプル・ドメインを作成できます。詳細は、構成ウィザード使用によるドメインの作成でクイック・スタート構成ウィザードに関する項を参照してください。












2.3 Coherenceインストール・タイプの理解

WebLogic ServerとCoherenceの標準インストール・トポロジの場合、「WebLogic Server」インストール・タイプを選択します。このインストール・タイプを選択してこのガイドの指示に従う場合、標準インストール・トポロジには、記憶域が有効な管理対象Coherenceサーバーが含まれるCoherenceクラスタがあります。

WebLogic管理フレームワークを使用して、Coherenceアプリケーションのデプロイと管理を行うユーザーは、「Coherenceインストール」インストール・タイプを利用できます。詳細は、次を参照してください。

	
Oracle Coherenceの管理のCoherenceアプリケーションのデプロイに関する項。


	
Oracle Fusion Middlewareの理解の「WebLogic管理フレームワークとは」。












3 WebLogicドメインの作成と構成


この章では、Oracle Fusion Middleware WebLogic ServerおよびCoherenceソフトウェアが正常にインストールされた後、WebLogic Serverドメインを作成するために必要な手順について説明します。

この章では、次の項目について説明します。

	
第3.1項「WebLogicドメインの構成」


	
第3.2項「サーバーの起動」


	
第3.3項「構成の確認」






3.1 WebLogicドメインの構成

この項では、構成ウィザードを使用したWebLogicドメインの作成手順を説明します。ドメイン作成で利用可能な他の方法の詳細は、構成ウィザード使用によるドメインの作成でWebLogicドメインの作成、拡張および管理の追加ツールに関する項を参照してください。

この項では、次の項目について説明します。

	
第3.1.1項「構成ウィザードの起動」


	
第3.1.2項「ドメインを構成するための構成ウィザード画面のナビゲート」






3.1.1 構成ウィザードの起動

構成ウィザードを開始するには、ORACLE_HOME/oracle_common/common/binディレクトリにナビゲートし、WebLogic Server構成ウィザードを起動します。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


./config.sh


Microsoft Windowsオペレーティング・システムの場合:


config.cmd






3.1.2 ドメインを構成するための構成ウィザード画面のナビゲート

この項の指示に従って、構成ウィザードを使用してドメインを構成します。




	
注意:

この項に記載されている同じ手順を使用して、既存のドメインを拡張できます。手順で示された指示とニーズが一致しない場合、必ず調和するように選択を行うか、サポート・ドキュメントで詳細を参照してください。

複数の製品を単一のドメインで構成する場合、Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニングで同じドメインにおける複数製品のインストールに関する項を参照してください。









	
タスク1「ドメイン・タイプとドメイン・ホームの場所の選択」


	
タスク2「構成テンプレートの選択」


	
タスク3「管理者アカウントの構成」


	
タスク4「ドメイン・モードとJDKの指定」


	
タスク5「詳細構成オプションの選択」


	
タスク6「管理サーバーのリスニング・アドレスの構成」


	
タスク7「ノード・マネージャの構成」


	
タスク8「管理対象サーバーの構成」


	
タスク9「クラスタの構成」


	
タスク10「クラスタへの管理対象サーバーの関連付け」


	
タスク11「Coherenceクラスタの構成」


	
タスク12「新規マシンの構成」


	
タスク13「マシンへのサーバーの割当て」


	
タスク14「構成仕様の確認とドメインの構成」


	
タスク15「ドメイン・ホームと管理サーバーのURLの書込み」




	
	タスク1   ドメイン・タイプとドメイン・ホームの場所の選択
	
「構成タイプ」画面で、「新規ドメインを作成(N)」を選択します。

「ドメインの場所」フィールドで、ドメイン・ホーム・ディレクトリを指定します。

『Oracle Fusion Middlewareコンセプトの理解』の「Oracle Fusion Middlewareの主要ディレクトリとは」に示されているディレクトリ構造に従って、ドメイン・ホームの場所を見つけておくことをお薦めします。ドメイン・ホームは、Oracleホーム・ディレクトリの外にあります。ソフトウェアのアップグレードや再インストールが必要な場合に、このディレクトリ構造は問題の予防に役立ちます。




	
ヒント:

ドメイン・ホーム・ディレクトリの詳細は、Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニングでドメイン・ホームの選択に関する項を参照してください。

ソフトウェアの再インストールの詳細は、第5.7項を参照してください。

この画面にある他のオプションの詳細は、構成ウィザード使用によるドメインの作成で構成タイプに関する項を参照してください。










	
	タスク2   構成テンプレートの選択
	
「テンプレート」画面で、次の構成用テンプレートを選択します。

	
基本的なWebLogic Serverドメイン(デフォルトで選択されています)


	
WebLogic Coherenceクラスタ拡張

このテンプレートを選択すると、クラスタの管理対象サーバーが管理対象Coherenceサーバーになり、クラスタは管理対象Coherenceクラスタになります。これは、Coherence環境を設定するための開始点として機能します。詳細と次の手順については、表4-1を参照してください。

[image: config_templates.gifの説明が続きます]








	
ヒント:

この画面のオプションの詳細は、構成ウィザード使用によるドメインの作成でテンプレートに関する項を参照してください。










	
	タスク3   管理者アカウントの構成
	
「管理者アカウント」画面で、ドメインのデフォルトWebLogic管理者アカウント用のユーザー名とパスワードを指定します。このアカウントは、ドメインの管理サーバーの起動および接続に使用されます。




	
ヒント:

ここで入力するように選択したユーザー名とパスワードをメモに記録する必要があります。管理サーバーを起動してアクセスするためにこれが必要になります。










	
	タスク4   ドメイン・モードとJDKの指定
	
「ドメイン・モードおよびJDK」画面:

	
「本番(P)」を「ドメイン・モード」フィールドで選択します。


	
OracleホットスポットJDKを「JDK」フィールドで選択します。




「本番モード」をこの画面で選択すると、環境で高度なセキュリティが実現され、アプリケーションのデプロイと管理サーバーの起動でユーザー名とパスワードが必要になります。




	
ヒント:

開発モードと本番モードとの違いを含めて、この画面のオプションの詳細は、構成ウィザード使用によるドメインの作成でドメイン・モードとJDKに関する項を参照してください。










	
	タスク5   詳細構成オプションの選択
	
トポロジのドメイン構成を完了するには、「拡張構成」画面で次のオプションを選択する必要があります。

	
管理サーバー

管理サーバーのリスニング・アドレスを適切に構成するためにこれが必要です。


	
ノード・マネージャ


	
管理対象サーバー、クラスタおよびCoherence

これは、管理対象サーバーとクラスタの構成で必要ですが、マシンを構成して管理対象サーバーをマシンにターゲット指定するためにも必要です。




	
ヒント:

動的クラスタを構成する場合、次を参照してください。

	
Oracle WebLogic Serverの理解の動的クラスタの概要に関する項。


	
Oracle WebLogic Serverのクラスタの管理の動的クラスタの作成に関する項。
















	
	タスク6   管理サーバーのリスニング・アドレスの構成
	
「管理サーバー」画面で、「リスニング・アドレス」の隣にあるドロップダウン・リストを選択し、管理サーバーが存在するホストのIPアドレスを選択します。「すべてのローカル・アドレス」を使用しないでください。


	
	タスク7   ノード・マネージャの構成
	
「ノード・マネージャ」画面を使用して、構成するノード・マネージャのタイプおよびノード・マネージャ資格証明を選択します。

ノード・マネージャのタイプとして「ドメインごとのデフォルトの場所」を選択し、ユーザー名とパスワードを指定します。



	
ヒント:

この画面のオプションの詳細は、構成ウィザード使用によるドメインの作成でノード・マネージャに関する項を参照してください。

ノード・マネージャのタイプの詳細は、Oracle WebLogic Serverのノード・マネージャの管理でノード・マネージャの概要に関する項を参照してください。








	
	タスク8   管理対象サーバーの構成
	
「管理対象サーバー」画面で、2台の管理対象サーバーを新規作成します。

	
「追加」ボタンをクリックして、1台の管理対象サーバーを新規作成します。


	
wls_server_1を「サーバー名」列で指定します。


	
「リスニング・アドレス」ドロップダウン・リストで、管理対象サーバーが存在するホストのIPアドレスを選択します。「すべてのローカル・アドレス」を使用しないでください。


	
このプロセスを繰り返して、wls_server_2の名前で2台目の管理対象サーバーを作成します。

2台目の管理対象サーバーを構成することは、高可用性の標準トポロジを構成するために必要な手順の1つです。高可用性環境を作成しない場合、この手順はオプションです。

高可用性の標準トポロジの詳細は、高可用性ガイドでFusion Middleware標準HAトポロジの理解に関する項を参照してください。

ドメイン構成後に高可用性の準備をするための次の手順の詳細は、第4.3項を参照してください。




これらのサーバー名はこのドキュメント全体で参照されます。別の名前を選択する場合、必ず必要に応じてそれらを置換してください。

[image: config_managed_servers.gifの説明が続きます]





	
ヒント:

この画面のオプションの詳細は、構成ウィザード使用によるドメインの作成で管理対象サーバーに関する項を参照してください。








	
	タスク9   クラスタの構成
	
「クラスタ」画面を使用して、新規クラスタを作成します。

	
「追加」ボタンをクリックします。


	
wls_cluster_1を「クラスタ名」フィールドで指定します。


	
「クラスタ・アドレス」フィールドは空欄にします。




[image: config_cluster.gifの説明が続きます]



デフォルトでは、クラスタのサーバー・インスタンスは、ユニキャストを使用して互いに通信します。クラスタ通信を変更してマルチキャストを使用する場合、Oracle WebLogic Serverのクラスタの管理でユニキャストまたはマルチキャストを選択するための考慮事項に関する項を参照してください。



	
ヒント:

この画面のオプションの詳細は、構成ウィザード使用によるドメインの作成でクラスタに関する項を参照してください。








	
	タスク10   クラスタへの管理対象サーバーの関連付け
	
「サーバーのクラスタへの割当」画面を使用して、wls_server_1とwls_server_2を新規クラスタの wls_cluster_1に割り当てます。

	
「クラスタ」ペインで、サーバーを割り当てるクラスタを選択します。この場合、wls_cluster_1になります。


	
「サーバー」ペインで、次のいずれかを実行して、wls_server_1をwls_cluster_1に割り当てます。

	
「wls_server_1」を1回クリックして選択し、右矢印をクリックして「クラスタ」ペインで選択クラスタ(wls_cluster_1)の下に移動します。


	
「wls_server_1」をダブルクリックして、クラスタ・ペインで選択クラスタ(wls_cluster_1)の下に移動します。





	
wls_server_2をwls_cluster_1に割り当てるように繰り返します。




[image: config_assign_servers_to_cluster.gifの説明が続きます]






	
ヒント:

この画面のオプションの詳細は、構成ウィザード使用によるドメインの作成でクラスタへのサーバーの割当てに関する項を参照してください。










	
	タスク11   Coherenceクラスタの構成
	
「Coherenceクラスタ」画面を使用して、ドメインに自動的に追加されるCoherenceクラスタを構成します。Coherenceクラスタ・リスニング・ポートとしてデフォルトのポート番号を0のままにします。




	
注意:

ユニキャスト・リスニング・ポートを0に設定すると、管理対象サーバー・ポート番号のオフセットが作成されます。オフセットは5000で、管理対象サーバー・ポート番号に割り当てられる最大許容値が65535ではなく60535であることを意味します。









Coherence構成の詳細と次の手順については、表4-2を参照してください。




	
注意:

Coherenceライセンス情報については、ライセンス情報でOracle Coherenceに関する項を参照してください。










	
	タスク12   新規マシンの構成
	
「マシン」画面を使用して、新規マシンをドメインで作成します。ノード・マネージャでサーバーの起動と停止ができるようするために、マシンが必要です。




	
ヒント:

高可用性環境を作成する予定があり、ターゲット・トポロジで必要なマシンのリストを把握している場合、この項の指示に従って、すべてのマシンをこの時点で作成できます。詳細は、高可用性ガイドでオプションのスケール・アウト手順に関する項を参照してください。









	
「追加」ボタンをクリックして新しいマシンを作成します。


	
wls_machine_1を「名前」フィールドで指定します。


	
「ノード・マネージャ・リスニング・アドレス」フィールドで、管理対象サーバーを構成しているマシンのIPアドレスを選択します。

localhostではなく特定のインタフェースを選択する必要があります。これによって、Coherenceクラスタ・アドレスを動的に計算できます。


	
「ノード・マネージャ・リスニング・ポート」フィールドのポートを確認します。

ポート番号の5556がこの例で示されていますが、ドキュメントにあるその他の例で参照される場合があります。必要に応じて、このポート番号をご使用の独自ポート番号で置換します。







	
注意:

既存のドメインを拡張すると、サーバーを既存のマシンに割り当てることができます。状況で必要になる場合を除いて、新規マシンを作成する必要はありません。









[image: config_machine.gifの説明が続きます]






	
ヒント:

この画面のオプションの詳細は、構成ウィザード使用によるドメインの作成でマシンに関する項を参照してください。

高可用性環境を作成する予定があり、ターゲット・トポロジで必要なマシンのリストを把握している場合、すべてのマシンをこの時点で作成できます。詳細は、高可用性ガイドでオプションのスケール・アウト手順に関する項を参照してください。










	
	タスク13   マシンへのサーバーの割当て
	
「サーバーのマシンへの割当」画面を使用して、管理サーバーと管理対象サーバーを新規作成マシンに割り当てます。

	
「マシン」ペインで、サーバーを割り当てるマシンを選択します。この場合、wls_machine_1になります。


	
「サーバー」ペインで、次のいずれかを実行して、AdminServerをwls_machine_1に割り当てます。

	
「AdminServer」を1回クリックして選択し、右矢印をクリックして「マシン」ペインで選択マシン(wls_machine_1)の下に移動します。


	
「AdminServer」をダブルクリックして、「マシン」ペインで選択マシン(wls_machine_1)の下に移動します。





	
wls_server_1とwls_server_2の両方をwls_machine_1に割り当てるように繰り返します。




[image: config_assign_servers_to_machines.gifの説明が続きます]






	
ヒント:

この画面のオプションの詳細は、構成ウィザード使用によるドメインの作成でマシンへのサーバーの割当てに関する項を参照してください。










	
	タスク14   構成仕様の確認とドメインの構成
	
「構成サマリー」画面には、作成しようとしているドメインの詳細な構成情報が含まれています。画面で各項目の詳細を見直し、情報が正しいことを確認します。

変更を行う必要がある場合、「戻る」ボタンを使用するか、画面をナビゲーション・ペインで選択して、前の画面に戻ることができます。

「作成」をクリックするまで、ドメインの作成は開始しません。




	
ヒント:

この画面のオプションの詳細は、構成ウィザード使用によるドメインの作成で構成サマリーに関する項を参照してください。










	
	タスク15   ドメイン・ホームと管理サーバーのURLの書込み
	
「構成に成功しました」画面には、構成したばかりのドメインに関して次の項目が表示されます。

	
ドメインの場所


	
管理サーバーURL




[image: config_success.pngの説明が続きます]





両方の項目をメモに記録する必要があります。サーバーを起動して管理サーバーにアクセスするために必要になります。

「終了」をクリックして、構成ウィザードを閉じます。








3.2 サーバーの起動

構成が完了したら、ドメインを管理するツールにアクセスするために、次の手順を実行することをお薦めします。

	
第3.2.1項「ノード・マネージャの起動」


	
第3.2.2項「管理サーバーの起動」


	
第3.2.3項「管理対象サーバーの起動」






3.2.1 ノード・マネージャの起動

ドメインごとのノード・マネージャを起動するには、DOMAIN_HOME/binディレクトリに移動します。

UNIXオペレーティング・システムでは、次に示すようにnohupとnm.outをサンプル出力ファイルとして使用して、ノード・マネージャを起動します。


nohup ./startNodeManager.sh > nm.out&


Windowsオペレーティング・システムでは次を実行します。


startNodeManager.cmd





	
注意:

Windowsを使用している場合は、ノード・マネージャをインストールして起動サービスとして実行することをお薦めします。これによって、システムが再起動されるたびにノード・マネージャが自動的に起動されます。(サーバーの起動には、ノード・マネージャは必要ありませんが、他の方法よりもノード・マネージャを使用することをお薦めします。)

詳細は、Oracle WebLogic Serverのノード・マネージャの管理で ノード・マネージャを起動サービスとして実行することに関する項を参照してください。














3.2.2 管理サーバーの起動

管理サーバーを起動するには、DOMAIN_HOME/binディレクトリに移動します。

UNIXオペレーティング・システムでは次を実行します。


./startWebLogic.sh


Windowsオペレーティング・システムでは次を実行します。


startWebLogic.cmd


「本番モード」をタスク4の「ドメイン・モードおよびJDK」画面で選択した場合、タスク3の「管理者アカウント」画面で指定したように、管理ユーザーのログイン資格証明の入力を求められます。




	
ヒント:

管理サーバーの起動の詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』のサーバーの起動および停止に関する項を参照してください。

本番モードで、起動IDファイルを作成して、管理サーバー起動時にユーザー名とパスワードを指定する必要性をバイパスできます。詳細は、Oracle WebLogic Serverのサーバー起動とサーバー停止の管理で管理サーバーの起動IDファイルの作成に関する項を参照してください。














3.2.3 管理対象サーバーの起動

管理対象サーバーを起動するには、DOMAIN_HOME/binディレクトリに移動し、次のコマンドを実行します。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


./startManagedWebLogic.sh managed_server_name admin_server_url


Windowsオペレーティング・システムの場合:


startManagedWebLogic.cmd managed_server_name admin_server_url


起動する管理対象サーバーの名前でmanaged_server_nameを置換します。このトポロジの場合、タスク8の「管理対象サーバー」画面で定義されているように、管理対象サーバーの名前はwls_server_1とwls_server_2です。このコマンドを2回実行する必要があります。管理対象サーバーごとに1回行います。

タスク14の「構成に成功しました」画面に示されているように、admin_server_urlを管理サーバーのフルURLで置換します。

次は、wls_server_1とwls_server_2をUNIXオペレーティング・システムで起動するために使用するコマンド例です。


./startManagedWebLogic.sh wls_server_1 t3:\\examplehost.exampledomain.com:7001 &
./startManagedWebLogic.sh wls_server_2 t3:\\examplehost.exampledomain.com:7001 &





	
ヒント:

管理対象サーバーの起動の詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』のサーバーの起動および停止に関する項を参照してください。
















3.3 構成の確認

ドメインが正しく構成されていることを確認するには、第4.1項を参照してください。この項に記載されているタスクに習熟して、ドメインが適切に構成されていることを確認するために実行する必要があります。









4 WebLogic Serverドメイン構成後の次の手順


この章では、新規作成WebLogic Serverドメインで実行する場合のある共通タスクについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第4.1項「基本的な管理タスクの実行」


	
第4.2項「追加ドメイン構成タスクの実行」


	
第4.3項「高可用性の環境の準備」






4.1 基本的な管理タスクの実行

表4-1に、新規作成ドメインで実行する可能性の高い共通管理タスクを示します。


表4-1 新規ドメイン用の基本的な管理タスク

	タスク	説明	詳細情報
	
Fusion Middleware管理ツールの学習

	
環境の管理に使用できる様々なツールを学習します。

	
『Oracle WebLogic Serverの理解』のシステム管理に関する項。


	
製品とサーバーの起動と停止

	
管理サーバー、管理対象サーバーおよびコンポーネントを含めて、Oracle Fusion Middlewareの起動と停止を行う方法を学習します。

	
『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』のサーバーの起動および停止に関する項。


	
Secure Sockets Layer (SSL)の構成

	
SSLを使用してOracle Fusion Middlewareコンポーネント間でセキュアな通信を設定する方法を学びます。

	
『Oracle WebLogic Serverセキュリティの管理』のWebLogic ServerにおけるSSLの構成の概要に関する項


	
診断およびトラブルシューティング手順の理解

	
Oracle Fusion Middlewareの診断およびトラブルシューティングについて推奨される手順を学びます。

	
『Oracle WebLogic Serverの理解』の監視、診断およびトラブルシューティングに関する項。












4.2 追加ドメイン構成タスクの実行

表4-2に、新規作成ドメインで実行する可能性の高い追加タスクを示します。


表4-2 追加ドメイン構成タスク

	タスク	説明	詳細情報
	
アプリケーションのデプロイ

	
WebLogic Serverにアプリケーションをデプロイする方法を学びます。

	
『Oracle WebLogic Serverの理解』のWebLogic Serverでのアプリケーションのデプロイに関する項。


	
WebLogicドメインへのWeb層フロントエンドの追加

	
Oracle Web TierによりWebページ(静的と動的)をホストし、組込み型クラスタリング、ロード・バランシングおよびフェイルオーバーの機能とともに、高いパフォーマンスとセキュリティが実現されます。特に、Web層にはOracle HTTP Serverが含まれています。

	
Oracle HTTP Serverのインストールと構成でスタンドアロンのOracle HTTP Serverのインストールと構成を行う手順に従ってください。

重要な情報については、Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニングで同じドメインにおける複数製品のインストールに関する項も参照してください。


	
トポロジのためのCoherenceのチューニングと構成

	
標準インストール・トポロジには、記憶域が有効な管理対象Coherenceサーバーが含まれているCoherenceクラスタがあります。この構成は、Coherenceを使用するためのよい開始点ですが、具体的な要件によって異なります。Coherenceをチューニングして再構成し、パフォーマンスを本番環境で向上させることを検討してください。

	
Coherenceクラスタの詳細は、Oracle WebLogic Serverのクラスタの管理でCoherenceクラスタの構成と管理に関する項を参照してください。

Coherenceのチューニングの詳細は、Oracle Coherenceの管理を参照してください。

HTTPセッション・データをCoherenceに格納する方法の詳細は、『Oracle Coherence*WebでのHTTPセッション・マネージメントの管理』でWebLogic ServerでのCoherence Webの使用方法に関する項を参照してください。

Coherenceアプリケーションの作成とデプロイの詳細は、Oracle WebLogic ServerのためのOracle Coherenceアプリケーションの開発を参照してください。












4.3 高可用性の環境の準備

標準インストール環境を高可用性用にスケール・アウトする場合に実行するタスクのリストが表4-3に記載されています。


表4-3 高可用性の環境を準備するために必要なタスク

	タスク	説明	詳細情報
	
ノード・マネージャの構成

	
ノード・マネージャにより管理サーバーと管理対象サーバーのインスタンスをリモートの場所から起動、停止および再起動ができるので、これは高可用性環境の必須ユーティリティになります。

	
『Oracle WebLogic Serverノード・マネージャの管理』。


	
フェイルオーバーおよびレプリケーションの有効化

	
高可用性を可能にするには、別のホスト・コンピュータにフェイルオーバー機能を用意することが重要です。この方法では、1台のコンピュータが停止しても、環境でデプロイ済アプリケーションの利用者にサービスを提供し続けることができます。

	
『Oracle WebLogic Serverの理解』のWebLogic Serverクラスタリングに関する項。


	
Web層コンポーネントの高可用性の構成

	
Web層フロントエンドを追加した場合、WebLogic Serverソフトウェアと同様にWeb層を高可用性用に構成する必要があります。

	
高可用性ガイドのWeb層コンポーネントの高可用性の構成に関する項。


	
フロントエンドのロード・バランサの設定

	
ロード・バランサを使用して、リクエストを複数のサーバーでより均等に分散できます。

	
『Oracle WebLogic Serverクラスタの管理』の外部ロード・バランサによるHTTPセッションのロード・バランシングに関する項。














 
5 Oracle WebLogic ServerとCoherencのアンインストール


この章では、Oracle WebLogic ServerおよびCoherenceのアンインストールと再インストールの方法について説明します。

ソフトウェアを削除するときは、この章で説明する手順に必ず従ってください。ソフトウェアを手動で削除しようとすると、後でソフトウェアを再インストールする際に問題が発生する場合があります。この章の手順に従うと、ソフトウェアを適切に削除できます。

この章の内容は次のとおりです。

	
第5.1項「製品のアンインストールの理解」


	
第5.2項「Oracle Fusion Middlewareの停止に関する項」


	
5.3項「ソフトウェアのアンインストール」


	
5.4項「Oracleホーム・ディレクトリの手動削除」


	
第5.5項「Windowsオペレーティング・システムでのプログラム・ショートカットの削除」


	
第5.6項「ドメインとアプリケーション・データの削除」


	
第5.7項「ソフトウェアの再インストール」






5.1 製品のアンインストールの理解

Oracle Fusion Middlewareアンインストーラにより、起動元のOracleホーム・ディレクトリからソフトウェアが削除されます。表5-1 には手順の要約とサポート・ドキュメントへのリンクが記載されています。


表5-1 Oracle Fusion Middleware Infrastructureアンインストールのロードマップ

	タスク	説明およびドキュメント	ドキュメント
	
Oracle Fusion Middlewareを停止します。

	
アンインストーラ実行前に、ドメインにあるすべてのサーバーとプロセスが停止している必要があります。

	
第5.2項を参照してください。


	
ソフトウェアを削除します。

	
製品アンインストーラを実行して、Oracle WebLogic ServerとCoherencを削除します。

	
第5.3項を参照してください。


	
Oracleホーム・ディレクトリを削除します。

	
アンインストーラでは、すべてのファイルとフォルダがOracleホーム・ディレクトリから削除されません。アンインストーラが終了した後、手動でOracleホームを削除して、製品の削除を完了させる必要があります。

	
第5.4項を参照してください。


	
ドメインとアプリケーション・データを削除します。

	
アンインストーラでは、ドメイン・ホームやアプリケーション・ホームのディレクトリにあるデータがOracleホーム内にあっても削除されません。これらのディレクトリは手動で削除する必要があります。

	
第5.6項を参照してください。








Oracleホームにあるファイルとディレクトリはアンインストーラですべて削除されません。

WebLogicドメインやカスタムのアプリケーション・データなどのユーザー作成データやJDKはアンインストーラで削除されません。インストール・プログラムでインストールされたコンポーネントのみがアンインストーラで削除されます。






5.2 Oracle Fusion Middlewareの停止

アンインストーラ実行前に、削除対象のOracleホームに関連付けられたサーバーとプロセスをすべて停止する必要があります。

詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』のサーバーの起動および停止を参照してください。






5.3 ソフトウェアのアンインストール

この項の手順に従って、製品アンインストーラを起動し、ソフトウェアを削除します。

	
第5.3.1項「アンインストール・プログラムの起動」


	
第5.3.2項「アンインストール画面のナビゲート」




サイレント(コマンド行)アンインストールを実行する場合、Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストールでサイレント・アンインストールのOracle Universal Installerの実行に関する項を参照してください。



5.3.1 アンインストール・プログラムの起動

アンインストーラをWindowsオペレーティング・システムで起動する場合、次のいずれかを実行します。

	
ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用して、ORACLE_HOME\oui\binディレクトリに移動し、deinstall.cmdをダブルクリックします。


	
コマンド行で、ORACLE_HOME\oui\binに移動し、次のコマンドを入力します。


deinstall.cmd


	
「スタート」メニューから、「すべてのプログラム」→「Oracle」→「OracleHome」→「Uninstall Oracle Middleware」を選択します。




アンインストーラをUNIXオペレーティング・システムで起動するには、ORACLE_HOME/oui/binディレクトリに移動し、次のコマンドを入力します。


./deinstall.sh






5.3.2 アンインストール画面のナビゲート

アンインストール・プログラムでは表5-2に記載された順番で一連の画面が表示されます。

アンインストール画面に関して詳細な情報が必要な場合は、画面のヘルプ・ボタンをクリックしてください。


表5-2 アンインストール画面と説明

	画面	説明
	
ようこそ

	
この画面により製品アンインストーラが開始します。


	
アンインストール・サマリー

	
この画面は、アンインストールされるOracleホーム・ディレクトリとその内容を示しています。これが正しいディレクトリであることを確認してください。

「削除」をクリックして、ソフトウェアの削除を開始します。


	
アンインストールの進行状況

	
この画面にはアンインストールの進行状況が表示されます。


	
アンインストール完了

	
アンインストールが完了すると、この画面が表示されます。この画面の情報を確認し、「終了(F)」をクリックしてアンインストーラを閉じます。














5.4 Oracleホーム・ディレクトリの手動削除

アンインストーラが終了した後、アンインストーラで削除されなかったOracleホーム・ディレクトリと既存のサブディレクトリを手動で削除する必要があります。たとえば、Oracleホーム・ディレクトリがUNIXオペレーティング・システムで/home/Oracle/products/Oracle_Homeの場合:


> cd /home/Oracle/products
> rm -rf Oracle_Home


Windowsオペレーティング・システムで、Oracleホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Products\Oracle_Homeの場合、ファイル・マネージャのウィンドウを使用してC:\Oracle\Productsディレクトリにナビゲートし、Oracle_Homeフォルダを右クリックしてから「削除」をクリックします。






5.5 Windowsオペレーティング・システムでのプログラム・ショートカットの削除

Windowsオペレーティング・システムでは、プログラム・ショートカットを手動で削除することも必要です。アンインストーラによってプログラム・ショートカットが削除されることはありません。

C:\Program Data\Microsoft\Windows\Start Menu\Programs\Oracle\Oracle Home\Productディレクトリに移動します。Oracleホームに1つの製品のみをインストールした場合は、Oracleホーム・ディレクトリを削除します。Oracleホームに複数の製品をインストールした場合は、Oracleホームを削除する前にすべての製品を削除する必要があります。






5.6 ドメインとアプリケーション・データの削除

ドメインおよびアプリケーション・データを今後使用しない予定である場合、または新しいWebLogic Serverインストールのドメインを再構成することを計画していない場合は、ドメインおよびアプリケーション・データを削除することをお薦めします。

ドメインとアプリケーション・データを削除するには:

	
手動でドメイン・ホーム・ディレクトリを削除します。

たとえば、ドメイン・ホーム・ディレクトリがUNIXオペレーティング・システムで/home/Oracle/config/domains/infra_domainの場合:


> cd /home/Oracle/config/domains
> rm -rf infra_domain


Windowsオペレーティング・システムで、ドメイン・ホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Config\domains\infra_domainの場合、ファイル・マネージャのウィンドウを使用してC:\Oracle\Config\domainsディレクトリにナビゲートし、infra_domainフォルダを右クリックしてから「削除」をクリックします。


	
手動でアプリケーション・ホーム・ディレクトリを削除します。

たとえば、アプリケーション・ホーム・ディレクトリがUNIXオペレーティング・システムで/home/Oracle/config/applications/infra_domainの場合:


> cd /home/Oracle/config/applications
> rm -rf infra_domain


Windowsオペレーティング・システムで、アプリケーション・ホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Config\applications\infra_domainの場合、ファイル・マネージャのウィンドウを使用してC:\Oracle\Config\applicationsディレクトリにナビゲートし、infra_domainフォルダを右クリックしてから「削除」をクリックします。


	
Oracleホームのdomain_registry.xmlファイルをバックアップしてから、ファイルを編集し、削除するドメインに関連する行を削除します。たとえば、infra_domainを削除するには、次の行を見つけて削除します。


<domain location="/home/Oracle/config/domains/infra_domain"/>


終了したら、ファイルを保存して終了します。









5.7 ソフトウェアの再インストール

手動でOracleホーム・ディレクトリを削除することを含め、この章の指示に従ってソフトウェアが削除されている場合のみ、同じOracleホームに前のインストールとしてソフトウェアを再インストールできます。再インストールする際、同じOracleホームを前のインストールとして指定できます。

次のようにOracleホームが空でない場合を考慮します。

	
同じ機能セットがある既存のOracleホームにインストールします。

インストールを試行するソフトウェアと同じソフトウェアが、インストール中に指定したOracleホームに存在すると、インストーラは警告します。次のオプションがあります。

	
別のインストール・タイプを選択します。この場合、Oracleホーム・ディレクトリに存在しない機能セットのみがインストールされます。


	
別のOracleホーム・ディレクトリを選択します。





	
空でない既存のOracleホームにインストールします。

たとえば、ドメイン・ホームやアプリケーション・ホームを既存のOracleホーム内部で作成することを選択したと仮定します。このデータはアンインストール中に削除されません。そのため、同じOracleホームに再インストールしようとしても、インストーラではできません。次のオプションがあります。

	
この章で説明しているように、ソフトウェアをOracleホームから削除してから、Oracleホーム・ディレクトリを削除します。これが完了すると、第2章の指示に従って、再インストールして同じOracleホームの場所を再利用できます。Oracleホームにあったドメイン・データやアプリケーション・データは、再作成する必要があります。


	
別のOracleホーム・ディレクトリを選択します。















A Oracle WebLogic ServerとCoherenceのディストリビューションの理解


この付録では、Oracle WebLogic ServerとCoherenceのディストリビューション(fmw_12.1.3.0.0_wls.jar)の内容について説明します。




	
注意:

Oracle WebLogic Serverは、Oracle Fusion Middleware Infrastructureディストリビューション(fmw_12.1.3.0.0_infrastructure.jar)でも入手できます。Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールと構成でOracle Fusion Middleware Infrastructureディストリビューションの理解に関する項を参照してください。









表A-1では、このディストリビューションに含まれる製品と機能セットについて説明しています。


表A-1 Oracle Fusion Middleware Infrastructureの製品と機能

	インストール・タイプ	インストール済のアイテム	説明
	
WebLogic Server

	
WebLogic Server

	
エンタープライズ環境に適応したスケーラブルなJava EE (Java Platform, Enterprise Edition)アプリケーション・サーバー。WebLogic Serverインフラストラクチャは、様々な分散アプリケーションのデプロイメントをサポートしており、サービス指向アーキテクチャ(SOA)に基づいてアプリケーションを作成するための理想的な基盤です。


	
Coherence

	
Coherenceは、信頼性があり、スケーラビリティの高いピアツーピア・クラスタリング・プロトコルの上に、レプリケートおよび分散(パーティション)されたデータ管理およびキャッシング・サービスを提供します。Coherenceには単一障害点がなく、サーバーが動作不能になった場合やネットワークから切断された場合に、クラスタ化データ管理サービスを自動的および透過的にフェイルオーバーおよび再分散します。新しいサーバーが追加されたり、障害の起きたサーバーが再起動されると、サーバーは自動的にクラスタに加わってCoherenceはサービスをそのサーバーにフェイルバックして、クラスタ・ロードを透過的に再分散します。Coherenceには、サーバーが自己修復できるようにするネットワーク・レベルの耐故障性機能と透過的なソフト再起動の機能があります。

Coherenceの詳細は、『Oracle Coherenceスタート・ガイド』を参照してください。


	
WebLogic Serverクライアント

	
WebLogic Serverインスタンスへの接続に必要な軽量クライアントJAR。Webサービス、JMS、ストア・アンド・フォワード、WebLogic RMI、JMS .NETおよびJMXクライアント用のJARを含みます。


	
管理コンソール

	
アクティブ・ドメインの管理と監視に使用される管理サーバーによってホストされるWebアプリケーション。


	
CIE WLS構成

	
Oracle Fusion Middleware構成ウィザードで使用するファイルを提供します。


	
サード・パーティJDBCドライバ

	
WebLogic Serverにバンドルされている他のJDBCドライバで、これを使用してWebLogic Server環境を外部データベースに接続できます。

この機能セットの詳細は、Oracle WebLogic Server用JDBCデータ・ソースの管理でWebLogic ServerでのJDBCドライバの使用方法に関する項を参照してください。


	
サード・パーティのJackson

	
JavaScript Object Notation (JSON)データ形式を処理するためのサード・パーティ製オープン・ソース・ソフトウェアです。


	
サード・パーティJersey

	
Representational State Transfer (REST)アーキテクチャの公式実装を示すサード・パーティ製オープン・ソース・ソフトウェアです。

『Oracle WebLogic Server RESTful Webサービスの開発と保護』を参照してください。


	
サード・パーティMaven Apache

	
Mavenはビルド管理ツールで、コンパイル、パッケージ化およびアーティファクト管理などのプロジェクト・ビルド作業の中心になります。

詳細は、継続的インテグレーション使用によるアプリケーションの開発を参照してください。


	
OPatch

	
OPatchユーティリティはOracle製品への個別パッチの適用とロールバックを可能にするツールです


	
Coherence

	
WebLogic Server

	
エンタープライズ環境に適応したスケーラブルなJava EE (Java Platform, Enterprise Edition)アプリケーション・サーバー。WebLogic Serverインフラストラクチャは、様々な分散アプリケーションのデプロイメントをサポートしており、サービス指向アーキテクチャに基づいてアプリケーションを作成するための理想的な基盤です。


	
Coherence

	
Coherenceは、信頼性があり、スケーラビリティの高いピアツーピア・クラスタリング・プロトコルの上に、レプリケートおよび分散(パーティション)されたデータ管理およびキャッシング・サービスを提供します。Coherenceには単一障害点がなく、サーバーが動作不能になった場合やネットワークから切断された場合に、クラスタ化データ管理サービスを自動的および透過的にフェイルオーバーおよび再分散します。新しいサーバーが追加されたり、障害の起きたサーバーが再起動されると、サーバーは自動的にクラスタに加わってCoherenceはサービスをそのサーバーにフェイルバックして、クラスタ・ロードを透過的に再分散します。Coherenceには、サーバーが自己修復できるようにするネットワーク・レベルの耐故障性機能と透過的なソフト再起動の機能があります。

Coherenceの詳細は、『Oracle Coherenceスタート・ガイド』を参照してください。


	
管理コンソール

	
アクティブ・ドメインの管理と監視に使用される管理サーバーによってホストされるWebアプリケーション。


	
CIE WLS構成

	
Oracle Fusion Middleware構成ウィザードで使用するファイルを提供します。


	
サード・パーティJDBCドライバ

	
WebLogic Serverにバンドルされている他のJDBCドライバで、これを使用してWebLogic Server環境を外部データベースに接続できます。

この機能セットの詳細は、Oracle WebLogic Server用JDBCデータ・ソースの管理でWebLogic ServerでのJDBCドライバの使用方法に関する項を参照してください。


	
サード・パーティのJackson

	
JavaScript Object Notation (JSON)データ形式を処理するためのサード・パーティ製オープン・ソース・ソフトウェアです。


	
サード・パーティJersey

	
Representational State Transfer (REST)アーキテクチャの公式実装を示すサード・パーティ製オープン・ソース・ソフトウェアです。

『Oracle WebLogic Server RESTful Webサービスの開発と保護』を参照してください。


	
サード・パーティMaven Apache

	
Mavenはビルド管理ツールで、コンパイル、パッケージ化およびアーティファクト管理などのプロジェクト・ビルド作業の中心になります。

詳細は、継続的インテグレーション使用によるアプリケーションの開発を参照してください。


	
OPatch

	
OPatchユーティリティはOracle製品への個別パッチの適用とロールバックを可能にするツールです


	
完全インストール(例を含む)

	
WebLogic Server

	
エンタープライズ環境に適応したスケーラブルなJava EE (Java Platform, Enterprise Edition)アプリケーション・サーバー。WebLogic Serverインフラストラクチャは、様々な分散アプリケーションのデプロイメントをサポートしており、サービス指向アーキテクチャ(SOA)に基づいてアプリケーションを作成するための理想的な基盤です。


	
Coherence

	
Coherenceは、信頼性があり、スケーラビリティの高いピアツーピア・クラスタリング・プロトコルの上に、レプリケートおよび分散(パーティション)されたデータ管理およびキャッシング・サービスを提供します。Coherenceには単一障害点がなく、サーバーが動作不能になった場合やネットワークから切断された場合に、クラスタ化データ管理サービスを自動的および透過的にフェイルオーバーおよび再分散します。新しいサーバーが追加されたり、障害の起きたサーバーが再起動されると、サーバーは自動的にクラスタに加わってCoherenceはサービスをそのサーバーにフェイルバックして、クラスタ・ロードを透過的に再分散します。Coherenceには、サーバーが自己修復できるようにするネットワーク・レベルの耐故障性機能と透過的なソフト再起動の機能があります。

Coherenceの詳細は、『Oracle Coherenceスタート・ガイド』を参照してください。


	
	
WebLogic Serverクライアント

	
WebLogic Serverインスタンスへの接続に必要な軽量クライアントJAR。Webサービス、JMS、ストア・アンド・フォワード、WebLogic RMI、JMS .NETおよびJMXクライアント用のJARを含みます。


	
管理コンソール

	
アクティブ・ドメインの管理と監視に使用される管理サーバーによってホストされるWebアプリケーション。


	
CIE WLS構成

	
Oracle Fusion Middleware構成ウィザードで使用するファイルを提供します。


	
サード・パーティJDBCドライバ

	
WebLogic Serverにバンドルされている他のJDBCドライバで、これを使用してWebLogic Server環境を外部データベースに接続できます。

この機能セットの詳細は、Oracle WebLogic Server用JDBCデータ・ソースの管理でWebLogic ServerでのJDBCドライバの使用方法に関する項を参照してください。


	
Apache Derby

	
オープン・ソースのApache Derby JavaデータベースのOracleディストリビューション(Java DBとも呼ばれます)。Derbyは、機能的なデータベース・サーバーを使用してサンプル・コードを実行できるようにする、Oracle WebLogic Serverで提供されているPure Javaのリレーショナル・データベース管理システム(RDBMS)です。Derbyは、デモンストレーションでの使用のみに対応しています(つまり、本番用ではありません)。


	
サード・パーティのJackson

	
JavaScript Object Notation (JSON)データ形式を処理するためのサード・パーティ製オープン・ソース・ソフトウェアです。


	
サード・パーティJersey

	
Representational State Transfer (REST)アーキテクチャの公式実装を示すサード・パーティ製オープン・ソース・ソフトウェアです。

『Oracle WebLogic Server RESTful Webサービスの開発と保護』を参照してください。


	
サード・パーティMaven Apache

	
Mavenはビルド管理ツールで、コンパイル、パッケージ化およびアーティファクト管理などのプロジェクト・ビルド作業の中心になります。

詳細は、継続的インテグレーション使用によるアプリケーションの開発を参照してください。


	
WebLogic Serverの例

	
サーバーの例は、WebLogic Serverの主要機能をデモするサンプル・アプリケーションです。

詳細は、Oracle WebLogic Serverの理解でサンプル・アプリケーションとコード例に関する項を参照してください。


	
	
Coherenceの例

	
Coherenceサンプルでは、すべてのサポート対象言語(Java、.NETおよびC++)でCoherenceの機能を使用する方法をデモします。例はコードの集合を編成したもので、1つ以上の機能を使用する方法を示し、すべての例をビルドして実行するために単一の共通方法(言語ごと)が実現されています。サンプルのソース・コードが含まれています。

注意: Server ExamplesとCoherence Examplesは、どちらも「Fusion Middlewareインフラストラクチャおよび例」インストール・タイプを選択した場合にのみインストールされます。


	
OPatch

	
OPatchユーティリティは、アプリケーションでOracle製品に対する個別パッチのロールバックができるツールです。
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